
令和 8 年 2 月 18 日 

卒業生アンケート調査結果について 

IR 室 

 

 令和 8 年 1 月～2 月にかけてキャリア支援センターが実施したアンケート調査結果につ

いて報告いたします。 

 

１．アンケート回答卒業生（令和 6 年度卒業生）    12 人 

 

２．卒業生プロフィール（詳細別紙） 

    ①卒業コース         美容師免許取得コース   83.3％ 

                   GC,ビューティーコース  16.7％ 

    ②男女比率          女性 91.7％、 男性 8.3％ 

②現在の勤務先業種      美容室     7 件 

 一般企業    1 件 

               エステ     1 件 

                   進学      2 件 

 

３．本学で受けた教育の結果、学習成果としてどの能力資質が身に付いたと考えるか 

  （「身についた」という評価の割合） 

② 豊かな教養             83.3％ 

③ 確かな専門性             91.7％ 

④ 創造的な感性            75.0％ 

⑤ 社会的な実践力           75.0％ 

⑥ グローバルな視野          41.7％ 

 

4．本学での学習成果は実社会でどの程度役にたったか 

  ①豊かな教養              66.7％ 

  ②確かな専門性             66.7％ 

  ③創造的な感性             58.3％ 

  ④社会的な実践力            75.0％ 

  ⑤グローバルな視野           33.3％ 

 

 

 

 



5．能力・資質が身についたか 

（「身についた」という回答の割合） 

① コミュニケーション能力         58.3％ （企業評価 100％） 

② 自己理解・主体的行動力         91.7% （同     92％） 

③ 課題発見・対応能力・企画力・計画力   75.0％ （同     69％） 

④ 創造力・論理的思考           75.0％ （同     76％） 

⑤ 学習習慣・自己啓発           66.7％ （同     84％） 

⑥ コンプライアンス・倫理観・モラル    66.7％ （同    100％） 

⑦ 専門知識・技術             100％ （同     92％） 

⑧ 文章表現力・数的処理能力        41.7％ （同     69％） 

⑨ 国際感覚・異文化理解力         41.7％ （同     61％） 

⑩ 外国語運用力              25.0％ （同    46％） 

⑪ チームワーク・リーダーシップ      58.3％ （同    92％） 

⑫ 一般知識・幅広い教養          91.7％  （同    92％） 

 

（注）企業評価の数値は同時期に実施した「企業へのアンケート調査結果」による。 

（別途ご報告） 

 

６．本学で学んだ科目で、実社会で役立ったもの（複数回答可） 

  ・美容デザイン実習                    4 票 

  ・美しい思いやり            3 票 

  ・メイク                2 票 

  ・着装                 2 票  

    ・エステティック            1 票 

    ・ビューティービジネス         1 票   

    ・グローバルスタイリスト         1 票 

  ・課外活動               １票 

 

７．考察 

 （1）昨年度のアンケート回答者は 22 人だったが、今回は 12 人であった。統計的に信

頼できるデータが取るため、今後とも幅広く卒業生に働きかけていただきたい。 

 （2）細目についてみると、実社会で役にたった学習成果は、「社会的な実践力

（75％）」に次いで、「確かな専門性」と「豊かな教養」が 66.7％であった。これは

過去の調査と概ね同様の傾向である。卒業生の就職先が美容室中心であり、専門性

の高さが求められるのは当然であるが、「豊かな教養に裏打ちされた専門性と全人

格」が求められていると感じられる。  



（3）企業アンケートの結果では、社会人基礎力として企業が重視している能力・資質

は「コミュニケーション能力」、「自己理解・主体的行動力」、「創造力・論理的思

考」、「コンプライアンス・倫理観・モラル」、「チームワーク・リーダーシップ」が

１位であった。 

卒業生自身の「身についた」という自己評価は「コミュニケーション能力」が

58.3％、「自己理解・主体的行動力」が 91.7％、「創造力・論理的思考」が 75％、

「コンプライアンス・倫理観・モラル」が 66.7％、「チームワーク・リーダーシッ

プ」が 58.3％であった。 

 （4）企業が卒業生に要求する内容は、「専門知識・技術」の習得だけでなく、「コミュ

ニケーション能力」や「自己理解・主体的行動力」、「チームワーク・リーダーシッ

プ」など一般的な社会人基礎力である。これは過去のアンケート調査結果と概ね同

様であり、企業のスタンスは明確である。本学教育の目指すべき方向性を示してい

ると考える。 

今回のアンケート調査では、社会人基礎力 12 のカテゴリーのうち、「外国語運用

力」、「文章表現力・数的処理能力」、「国際感覚・異文化理解力」で 50％未満の自己

評価であった。本学は短期大学であり、4 年生制大学に比し、外国語や国際感覚等

の能力育成において時間的制約があるのは事実。 

一方で、卒業生の自己評価より企業側の評価が高い項目が多い（12 項目中 10 項

目）ことも事実であり、卒業生が自信を持って社会で活動できるよう、我々も熱意

を持って教育を進めて行く努力が求められている。 

 以上 



 

 

 



 

 



 


